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生物教材と校外指導研究会記録

春 名 利 雄
。場所六甲山高山植物園 野外採集( 1 .40-5.00) にでかけた。植物園から西
。会期 8月22日( 月) - 2 4日( 水) 2泊 3 日 へ記念稗をへて六甲山小学校、ゴノレブ; 場と巡回し
。参加者金沢 竜( 加古川西高校) た、室井先生の植物、佐藤先生の鉱物の話ーなどをき

河合 明( 神戸親和高校) L  、t.:.。とりわけ「し、ぶき」の背日性についての話、
竹安一幸( 氷上中央小) 六甲山の石英の結晶についての話は印象的であっ
芦田泰嗣 ( 1/ た。ゴノレフ場のにぎわし、の中に秋風にゆれる「まつ
田中兼治( 西脇高校〕 むしそう」のすんだ青紫色は美しかった。
小坂芳郎( 相生産業高校) 夕食はビーノレ付というすばらしさ、
梶田耕造( 県立州本高校〕 夜はスライドを中心にした講議で、初日から息もつか
石上 晃 ( 1/ ぬ熱心さを示した。
内海功一( 佐用郡三土中) 北村先生の高山植物のカラースライド (30分間) 赤
大河 孝( 氷上郡新井小) 穂先生のきのこの自作カラースライド (30分間) 等
森脇千代蔵( 黒田庄第一小) の美しさと内容の豊富さに満足感をもつことができ
千在倉 寿己( 1/ た。更に戸沢先生の「がの瑳紋」についての講義(
問中修二( 八鹿高校) 1時間) は標本や実演やスライド利用など、熱心な
竹内才子( 尼崎大庄東中) 講義であって、さきほどのビーノレ気げんもふっとぶ
北川訓子( 宝塚第一小) ほどのもの……? て、あっt.:.o
一色八郎( 明石山手小〕 10時の声とともに音もなく濃いガスがしのびより、
森 為三( 武庫川学院図書館〕 10mの電燈もおぼろの高山ぶりを発部していた。こ
坂本淑子( 頒栄短大) れは翌朝 8時までつづいて、いわゆる雲の中の一夜
山内信替、( 1/ で、あった。
竹中 茂( 常盤女子高校) 第2 日
渋谷久雄( 明石高校) 早朝( 5時すこし前) 起床、電燈に集ーまるがの採集
谷口 博( 神戸妙法寺小) にでかけた。参加者20人、長柄の昆虫網をかついで
増田竜昭 (1/ 飛松中) 朝めし前の 5 k m採集行。ケーブル山上駅の大ネオ
渋野竜二 (1/ 神戸商業高〕 シに集まった日;J の大群は何百、千何百という盛
江越千代子 (1/ 無職〉 鋭、 4 mの捕虫網のとどく限り採集して大成功を収
佐藤茂樹 (1/ 滝川高校〕 めた。指導は戸沢先生。

(1/ 宮本小〉 講義は 8.00-12.00 まで戸沢先生の「がの分類につ
藤本俊彦 (1/ 葺合中) いてJ 。室井先生の「茎につL、て」の話ーがあり、本。
室井 綜 ( 1/ 兵庫高) 講習会の山をつくったという感じをうけた。
岡村はた ( 1/ 午後( 1 .00-4.30) の野外採集は昨日と反対に東方
当津 隆 (1/ 夢野台校) Jt I l 獄谷、紅葉谷方面、林先生、室井先生、渋谷先生
赤穂重雄 (1/ 中道小) 北村先生等の指導で、収穫が多かったがとりわけ「ブ
林 中元 (1/ 市立教育園) ナの大木が1000mの指標樹である」と L、う話は、約
山垣内勝美( 1/ 二宮小〕 1000mの六甲山上と結びつけて頭にきざまれたもの

。日程 であるつ
懇親会 (5.30-8.30) はカ y ツリーハヲスでおこな第 1 日 午前10時係役員集合、打合わせをした。 われたっ今日もビーノレ付きで気分をやわらげてくつ

正午集合、宿舎割当、日程発表などのため高山植物 ろし、だ会であった。自己紹介では「チョシガJiリシ
園の林間学舎で全員打合わせをした。開会のあつま チョシ」など老主主うちとけなごやかな会で、あった。
り、午後 l時30分にはじめのつどいをして、森会長 名所十国展望台に乗って幸運の百万ドル夜景にしば
のあいさつ、北村植物園長のあレさつがあった。気 らくは寒さも忘れるなど……。珍らしく化石の佐藤
温27 0 という汗しらずの涼しさである O 85ベージへ続く
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生型以外の uexや b，pu， pr， lt， b w をえらんで別に飼 l  まだ h o m o にするに至っていない。
育すると、 F3 に交叉型が出てくる。 uex と b w の交叉 l ⑨ b w と uex の交文率
型 uex b wは比較的簡単にえられたが、 b，pu， pr との uex b w と野生型を交雑し、この Fl♀に uex bwei 
交叉型は今のところ出現せず、 lt との交叉型は、それら | を戻し交雑すると、 野生型と uex b w がほぼ同数ずっ
しい個体( 遡がほぼ正常で、後脚のみ uex の形質をも | あらわれ、それとともに交叉型である uex や b w が見
ち、胴部黒横帯の異常な個体もある) 約10頭をえたが、 |  られる( 第 6表)。

野生型//uex b w早 x  uex b w古
11 

11ex b w /  Ilex b w古
/ 野生型♀

表現型 野生型 b w  u巴X uex b w  野生型 b w  uex uex b w  

個体数 120 100 73 84 415 267 160 147 

100+73 
11 

267 +  160 
120 +  ioo +'7-3 +  84 x  100 =  4 6 %  415+267+Iiio+174 4 2 %  

第 6表 u巴x b wと野生型の戻し交雑

交叉率は、交叉型個体数 x 100/交叉型個体数十非交 1 康世さん、奥平裕子さんに深甚の謝意を表します。
叉型個体数であらわされるので、このようにして uex と
b w 聞の交叉率を計算すると、 42-46% となる。この値
は野生型と uex b w との F2 の個体数より計算した交叉
率の値とほぼ同じであったO 交叉率42-46%とし、うこと
はuex とb w 聞か非常に離れていることを意味するが、
第E染色体のと、のあたりに位置するかは b，pu， pr， lt 
遺伝子との交叉率がわかつてからでなければ決めること
が出来ない。 b，pu， pr， lt との交叉型があらわれにく
いのは、 uex 遺伝子がこれらの遺伝子の近くにあるのか
或はこれらの遺伝子とのくみあわせによって致死作用を
生ずるのかはわからなレ。 uex 遺伝子の位置を知るため
に更にくりかえし交雑実験を行いたい。
最後に、この研究を行うについて御指導戴いた神戸大
学理学部川辺昌太先生、並びに実験に協力下さった大森

132ページより
茂樹先生ブラシゴに乗って大口をあけていた。
宿舎では森先生、北村先生など入りまじって夜ふけ
まで談笑した"

第 3 日
閣内案内と講議 (8.00-12.30) 最近テレビで世評
を高めたヒマラヤ、ブータジの値物園とその苗園を
見学、北村先生案内、ヒマラヤの3000-4000mの高
所の植物の種がここで発芽成長してレるようすに、
一見ふみつけそうな植物の意味がよく解かり改めて
見なおす。とりわけ此の方i町の栽培のベテラ Y 当園
の芝1+1育合さんの苦心談なと有主主であったυ
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要 約
1. 神戸で採集し飼育を続けてレたキイロショウジヨウ
バエの系統中に自然突然変異体を 1959年10月に発見し
た。
2. この突然変異体は、麹が蝋状で、折りたたまれた状
態のままであり、後脚が正常型よりもやや短かく節くれ
だっており、小楯板縁剛毛のはえ方か異常であって、個
体によっては腹部背板の黒横帯の欠失しているものもあ
るつ
3  この突然変異体をその形質より unexpanded と仮
称し uex で表わす。
4. u巴X 遺伝子は劣性で、第I f 染色体上に存在するが染
色体上での位置は未決定である O

室内にかえって森先生の「生物の進化と地質時代」
( 1 時間) 0 赤穂先生の「キノゴの教材としての扱
かし、方J (30分間) 。この頃、音もはげしく外は雨
降りとなった。
佐藤先生の「六甲山の地質J (50分間〕江越千代子
氏の「植物と文学J ，.20分間) 当津先生の「緑の正
体につレて (20分間) 谷口先生の「学級閣の新らし
し、経営J (20分間〕と豊富な研究発表があり定刻よ

閉会のあつまり、午後 O時30分全日程を終了森会長
1"垣内勝美先生の会場に対する感謝のことばがあっ
たυ 昼食後解散
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